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子
ど
も
た
ち
を
有
意
義
な
読
書
活
動
に
導
く
た
め
に
は
、
子
ど
も
が
成
長

し
て
い
く
あ
ら
ゆ
る
場
で
早
期
か
ら
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

当
町
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
子
ど
も
に
係
る
様
々
な
場
で
、
読
書
活
動
の

推
進
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
や
課
題
を
検
証
・
抽
出
し
、
体
系
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
さ
ら
に
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め

に
当
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

•
計
画
の
対
象

こ
の
計
画
の
対
象
と
な
る
「
子
ど
も
」
と
は
、
０
歳
か
ら
お
お
む

ね
１８
歳
と
し
ま
す
。

•
計
画
の
期
間

こ
の
計
画
は
平
成
３０
年
度
か
ら
５
年
間
と
し
ま
す
。

３
つ
を
基
本
方
針

①
子
ど
も
が
本
に
親
し
む
た
め
の
機
会
の
提
供
と
環
境
づ
く
り

②
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
と
協
働

③
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
普
及
・
啓
発

①読書好きの子どもを増やします。
本を読むことが「好き」と答える子どもの割合を

増やします。

平成２９年度３学年平均　約５４.４％（※１）

➡　６０％以上

②学校の図書室に「よく行く」「たまに行く」と答え
る子どもの割合を増やします。

平成２９年度３学年平均　約４３.９％（※１）

➡　５０％以上

③町立図書館での児童書の貸出冊数を増やします。
１年間の町立図書館での児童書の子ども１人当た

りの貸出冊数を増やします。

平成２８年度　約１０.７冊（※２）

➡　１２冊以上

５年後の目標

〈〈
計
画
の
基
本
方
針
〉〉

（※１）町内の小学３年生・６年生、中学２年生を対象に、平成２９年１０月実施のアンケート
調査結果による平均値

（※２）年間の児童書の貸出冊数（団体を含む）÷年度末現在０～１８歳人口
児童書には、ヤングアダルトを含みます。
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町
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読
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推
進
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た
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子
ど
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読
書
活
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推
進

計
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ま
し
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展示コーナー

読書手帳

町立図書館　＜取り組み＞

学校　＜取り組み＞

家庭　＜取り組み＞
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〈〈読書活動推進のための具体的な方策〉〉

（１）家庭での取組の推進
　子どもが乳幼児期から本にふれることができる環境を整え、図書館から配
布されるブックリストや読書手帳を活用し、良書を子どもに読み聞かせま
す。テレビやスマートフォンなどの使用を控え、大人も自ら本を読み、家族
で読書を楽しむ習慣をつくります。

（２）各種おはなし会への積極的な参加の推進
　図書館や子育て支援施設などで行われるおはなし会や講座に積極的に参加
し、子どもが本とふれあう機会を増やします。

（１）図書室の整理と充実
　司書教諭、学校司書を中心に、現在の図書室の整理を進めます。具体的な
選書の方針を定めて、それぞれの学校に合ったバランスの良い蔵書を構築し
ます。図書の配架の仕方や掲示物など、児童・生徒も参加して、楽しく利用
しやすい環境を整えます。

（２）図書館、ボランティア団体等との連携
　保護者やボランティア等による読み聞かせ、図書館員によるブックトーク
など、地域の支援協力体制をつくります。

（１）蔵書の充実・環境整備
　基本図書の他に、多様な本の選定・収集に努め、季節ごとにテーマを決めての展示や図書館員のすす
める本の紹介を行うなど、豊かな読書環境の創造に努めます。

（２）幼稚園・保育園への支援
　幼稚園・保育園や子育て支援施設との連携を深め、乳幼児期から子どもが読書に親しめるように、団
体貸出や読み聞かせなどを行います。

（３）学校への支援
　学校との連携を強化し、学校図書室の整備と内容の充実を支援します。また、団体貸出や図書館員に
よるブックトークなども行います。授業や行事に必要な本の選書・貸出を推進します。児童・生徒の見
学や社会体験を積極的に受け入れます。

（４）自主的な読書活動の支援
　広報等でのおすすめの本の紹介、ブックリストや読書手帳・読み聞かせ手帳の配布など、自主的な読
書活動を支援します。

当計画は、町ＨＰにおいて掲載していますので、ご覧ください。

問合せ　知識の森　嵐山町立図書館　☎６２−６９８９

（５）子育て支援サービスの推進
　館外に出張しての読み聞かせ活動や、子育て支援施設への定期的な団
体貸出など、サービスの範囲の拡大に努めます。

（６）人材の育成
　職員を児童サービスに関する研修等へ積極的に参加させ、技能の習得
を図ります。読み聞かせなどを学ぶ講座等を開催し、新たなボランティ
アを育成します。また、ボランティアに積極的に研修等の参加を促し、
その支援を行います。

家庭での読書

ボランティアによる
おはなし会

ボランティアによる
読み聞かせ


